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初版序文

腎臓は， ミネラルのバランスと骨代謝の維持に大きな役割を果たしている臓器であ

る.腎臓の機能が低下する「慢性腎臓病 (ChronicKidney Disease ; CKD) Jでは，

それらの異常は必発であり もっとも重要な合併症と考えられている.

本書は，名称こそ異なるものの， 2003年に発行された『新しい透析骨症』の続編

にあたるものである.それでは，この5年あまりの短い聞に， どのような変化があっ

たのであろうか?

その最大のものは， I透析骨症JI腎性骨症」ないしは「腎性骨異栄養症」から，本

書のタイトルにもなっている「慢性腎臓病にともなう骨ミネラル代謝異常 (CKD-

MBD)Jへの用語の変更で、ある.用語の変更は，概念が新しくなったことをはっきり

示すために行われたもので， I骨の病気Jではなく「全身の病気Jとしてとらえられ
るようになった.

次は， CKDのムーブメントから続く，生命予後の重視である. したがって，新し

い治療法に対して これまでのように リン，カルシウムや骨に関する検査の所見が

改善するだけでなく，その結果として，心血管病変，骨折，そして生命予後を改善す

ることが求められるようになった.さらに，そのような変化を反映した CKD-MBD

に関するガイドラインが内外で発表されるようになったのも，大きな変化である.そ

の結果，通常の発表でも，ガイドラインの目標値の達成率が議論されるようになっ

た. しかしこの分野では，生命予後も含めた，高いレベルのエピデンスはまだ少な

く，今後さらに努力していかなくてはならないだろう.

最後に，欧米に比べて導入が遅れていた新薬の多くが，最近わが国でも次々と使用

可能になったことも大きな進歩である.これによって，予後やQOLが改善すること

は当然だ、が，経済的にもペイすることも検証しなくてはならない時期にきている.

本書が，このような現在から未来への変化を実感するのに少しでもお役に立てば，

編者として幸いである.

神戸で10回目の桜を眺めながら 深川 雅史


